
 

 

 

 

 

 

 

誠之小学校の安全教育・安全研修 
生活指導主任 植村 信介 

現行の小学校学習指導要領 総則編に「生きる力」を育むことを教育の目標にしていると

いう記載があります。これは、各教科等で学ぶ内容を身に付けるだけではありません。「予

測困難な社会の変化に主体的に関わること。」「社会や人生をよりよいものにしていくこと。」

「自らの可能性を発揮すること。」など、社会を生き抜く力を身に付けることを示していま

す。 

そのような「生きる力」を身に付けるための一つに、「安全教育」というものがあります。

「安全教育」は各教科等の特質に応じた指導を行う「安全学習」と、日常的・定期的に行う

「安全指導」があります。例えば「安全学習」は、「道徳で生命を尊重する大切さについて

学ぶこと。」や、「家庭科で包丁やコンロ、電気器具の安全な扱い方を学ぶこと。」などです。

「安全指導」は、「登下校の仕方を朝の会等で振り返ること。」「SNSやインターネットの使

い方を警察の方に教わること。」「災害時の行動の仕方を避難訓練等で学ぶこと。」などです。 

このように聞くと、「安全教育」は毎年どの学校でも、同じことを一方的に教えていると

いうように感じるかもしれません。実際、私自身が小学校のときに学んだ避難訓練の「お・

か・し・も」（おさない・かけない・しゃべらない・もどらない）は、現在も多くの小学校

で指導していることと思います。しかし、各教科等の学習と同じく安全に関する教育も、そ

のときの社会の状況等で変化したり、子供が考える機会を設けたりしています。例えば、富

山県の小学校では、今年度クマが大量出没していることを受けて、10月にクマの出没を想

定した避難訓練が行われたそうです。 

誠之小学校でも、安全に関する教育や教職員の研修を毎年検討しています。昨年度から、

毎月行っている避難訓練のうち数回を「卓上訓練」というかたちで実施しています。「防災

ノート」を使って、災害について考えたり、地震と火事の避難の仕方の相違点や共通点を学

級で話し合ったりしました。また、5月に起きた立川市内小学校への不審者侵入を受けて、

教職員がさすまたの使い方を警察の方に教わる研修を実施しました。校内のさすまたの位

置も、普段から見える場所に設置し、いざというときにすぐに使用できるように変更しまし

た。さらに9月は教職員向けに安全講習会を実施したり、引き渡し訓練の反省を生かした修

正案を検討したりしました。子供たちの安全を守るため、また子供たち自身が自分や家族、

友達の安全を守るため、これからも安全教育や安全研修を充実させていきます。 
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○「歴史に残る１５０周年希望のバトンを未来につなごう！」 

１０月３日、４日に運動会を行いました。今年度は２学年ごとに校庭で実施し、大いに盛り上がりました。当日は保

護者の方々の温かい声援の中、子供たちは大いに力を発揮して頑張りました。運動会を通して、児童、保護者、教職

員が心を一つにして競技や運営に取り組み、素晴らしい運動会を実施することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会担当 山本 好洋 運動会を終えて 

１年生 表現「ひだまり」 

      「かけっこ」 

  １年生にとって初めての運動会。表現「ひだまり」

では、「１００％」を合言葉に、練習に取り組んできま

した。音楽に合わせてリズムに乗り、笑顔いっぱいに

体を動かす姿がとても素敵でした。 

かけっこでは、 

ゴールを目指して、 

一生懸命走る姿 

が、輝いていました。 

 
３年生 表現「はばたけ！ツバメ！」「かけっこ」 

一人一人がフラッグを手に、色とりどりのツバメを

表現しました。16４人の心を一つにそろえた音は、ま

るで本物のツバメが羽ばたいているようでした。フラ

ッグを大きく振り、音や動きに気持ちをこめて、力いっ

ぱい表現する姿がとても素敵でした。また、かけっこ

では初めてのカーブに挑戦し 

ました。体をかたむけながら 

カーブを走りぬく姿に、たくまし 

さと成長を感じました。 

 

５年生 表現「躍動」 「短距離走」 

降りしきる雨の中子供たちが踊る姿は、見ている方

の心を惹きつけるようなダイナミックで華やかな「躍

動」そのものでした。子供たち一人一人が創り出した

踊りが、雨の中で力強く輝き、テーマにふさわしい表

現になりました。 

短距離走では、５年生らしい真剣な表情と力強い

走りが光り、最後まで全 

力で走り抜ける姿に、 

日々の努力と成長を感 

じられた運動会になり 

ました。 

２年生 表現「たいこうち誠之たろう」 

      「かけっこ」 

 これまでの成長を見せることを目標に、たくさんの

練習を乗り越え、本番を迎えました。子供たちも、振付

の制作者となって、みんなで作りあげました。自分た

ちが考えた振付に愛着をもち、生き生きとした顔で取                     

り組むことができました。運

動×音楽×物語と、様々な要

素を MIX した表現で、みん

なの輝く姿が見られました。 

 

４年生 表現「ONE TEAM」 

      「かけっこ」 

４年生は、１学期から、「学年が一つになる。」

「ONE TEAM になる。」ことを目標にしてきました。

運動会の表現の練習の中で、一人一人が自分の個

性を発揮しながらも、友達同士が意見を出し合いまし    

た。 目標の「ONE TEAM」

に近づくことができました。 

                   かけっこも、全員が全力で

駆け抜けました。 

６年生 表現「HEROES LIVE」 「短距離走」 

 降りしきる雨をエネルギーにして、観客を巻き込んだ

熱いライブが行われました。「HERO」をイメージした

表現を、個→ペア→チーム→クラス→学年とつなげ、

全力で演じ、全力で盛り上げる姿は、まさに目指して

きた、「誠之小学校のHEROES」でした。 

 短距離走も全力です。 

得意も不得意も関係ない。 

「全力が一番かっこいい。」 

という姿を見せてくれました。 

 



 

 

運動会のようす 

 


